
 

令和８年９月中野市議会定例会議事日程（第１号） 

 

                       令和８年９月１日(火) 午前10時開議 

 

１ 開  会 

２ 会議録署名議員指名 

３ 会期等の決定 

４ 報告第１号 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告につい

て 

５ 報告第２号 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告につい

て 

６ 報告第３号 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告につい

て 

７ 報告第４号 道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 

８ 報告第５号 道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告について 

９ 議案第１号 中野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 

10 議案第２号 中野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案 

11 議案第３号 中野市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例案 

12 議案第４号 令和８年度中野市一般会計補正予算（第３号） 

13 議案第５号 令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

14 議案第６号 令和８年度中野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

15 議案第７号 令和８年度中野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

16 議案第８号 令和８年度中野市倭財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

17 議案第９号 令和８年度中野市永田財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

18 議案第10号 令和８年度中野市中野財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

19 議案第11号 令和７年度中野市一般会計歳入歳出決算認定について 

20 議案第12号 令和７年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

21 議案第13号 令和７年度中野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について 

22 議案第14号 令和７年度中野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

23 議案第15号 令和７年度中野市倭財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

24 議案第16号 令和７年度中野市永田財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

25 議案第17号 令和７年度中野市中野財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

26 議案第18号 令和７年度中野市下水道事業会計決算認定について 

27 議案第19号 令和７年度中野市水道事業会計決算認定について 
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28 議案第20号 令和７年度中野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

29 議案第21号 市道路線の廃止について 

30 議案第22号 市道路線の認定について 

31 請願第５号 医療的ケア児（者）及び重症心身障がい児（者）並びにその家族への支援強化を求

める請願 

32 請願第６号 給食センター新設統合事業における入札結果（不落）を踏まえた計画の再検討及び

市民説明会の開催を求める請願 
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令 和 ８ 年 ９ 月 中 野 市 議 会 定 例 会 運 営 日 程 （ 案 ） 
 

                         会期 令和８年９月 １日（火）～ 

                               ９月２５日（金） ２５日間 

 

月 日 曜日 時 間 会 議 摘 要 

9月 1日 火 午前10時 本会議  開会、会期等決定、議案提案説明 

2日 水  休 会  議案審査のため 

3日 木  〃    〃 

4日 金  〃    〃 

5日 土  〃  土曜日のため 

6日 日  〃  日曜日のため 

7日 月  〃  議案審査のため 

8日 火 午前10時 本会議  議案質疑、議案付託、市政一般質問 

9日 水 〃 〃  市政一般質問 

10日 木 〃 〃  市政一般質問 

11日 金  委員会  付託議案審査 

12日 土  休 会  土曜日のため 

13日 日  〃  日曜日のため 

14日 月  委員会  付託議案審査 

15日 火  〃    〃 

16日 水  〃    〃 

17日 木  〃    〃 

18日 金  休 会  議案整理のため 

19日 土  〃  土曜日のため 

20日 日  〃  日曜日のため 

21日 月  〃 祝日のため 

22日 火  〃  祝日のため 

23日 水  〃  祝日のため 

24日 木  休 会  議案整理のため 

25日 金 午前10時 本会議  委員長報告、質疑、討論、採決、閉会 

 

  ○ 市政一般質問通告は、９月１日（火）午後１時まで 

午後１時までに本会議が散会にならない場合は、散会後１時間以内とする 

  ○ 意見書（案）の提出は、９月３日（木）午後１時までとする 
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陳 情 書 

 

番   号 陳 情 第 ６ 号 

陳情者 
中野市 

 髙橋 健太 

受付年月日 令和８年７月16日 

件           名 

放課後児童クラブの長期休業期間等にお

ける食事提供についての陳情 

 

陳情趣旨 

 令和５年６月28日付けこども家庭庁成育局成育環境課事務連絡により、全国の市町村に向け

て放課後児童クラブにおける昼食提供について適切に対応するよう依頼があったことと存じ

ます。 

 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準(平成26年厚生労働省令第63号)及び

放課後児童クラブ運営指針（平成27年３月31日付雇児発0331第34号厚生労働省雇用均等・児童

家庭局長通知）において、小学校における夏季等の長期休業期間中等に事業所として昼食等の

食事提供をすることは妨げておらず、また、令和５年にこども家庭庁が実施した調査によると、

小学校における長期休業期間に昼食を提供している放課後児童クラブが一定数あることがわ

かります。調査結果では、全国で2,990か所の放課後児童クラブが昼食の提供を行っておりま

す。また、茨城県境町では、放課後児童クラブを利用する保護者に対する昼食提供に関するア

ンケート結果をもとに、保護者の負担軽減及び家庭から持参する弁当による食中毒防止のため、

長期休業期間中に業務を停止している学校給食センターを有効活用し実施しており、雇用の安

定にも同時に寄与しています。 

茨城県境町では次のように放課後児童クラブにおける昼食提供を実施しています。 

１ 準備 給食センターの管理栄養士が献立表を作成し、放課後児童クラブ担当課を介して各

家庭に配布 

２ 申込 保護者が献立表を確認し、長期休業期間前に申し込みを行い、放課後児童クラブが

回収した申込書をもとに、放課後児童クラブ担当課が個数をとりまとめ、給食セン

ターへ依頼 

３ 調理・搬入 通常の給食同様に、給食センター職員が食材を発注し、調理、配送をする 

４ 配膳 放課後児童支援員が申し込みをした児童へ配膳 

５ 片付 通常の給食同様に、放課後児童クラブごとに集められた食器等を給食センター職員

が回収 

６ 費用 保護者負担 １食あたり250円事後払い制 

     自治体負担 食材費（保護者負担分を除く）、水道光熱費、運搬費 
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茨城県境町では、令和３年７月の夏休みから、町内５か所の児童クラブに、境町給食センタ

ーで作った昼食を提供しています。１食あたり250円の負担で、費用は学童の利用料金ととも

に口座引き落としになり、令和５年の夏休みでは、児童クラブに通う９割以上の方が昼食提供

を申し込んでいます。※アレルギーが心配な場合は自宅からお弁当の持参をお願いする。 

児童クラブに通う子どもからは「すごくおいしかった」「あったかいものが食べられて、お

かわりもできて嬉しい」というコメントがあり、また、保護者の方からも「暑い時期のお弁当

は食中毒の心配があるが、給食センターなら安心」「共働きで朝お弁当を準備する時間的な余

裕がないので、とても助かっている」と、大変好評をいただいているとのことです。 

このほか、他の自治体でもご飯と汁物は放課後児童クラブ内で、利用する子どもと放課後児

童支援員が一緒に調理をすることで食育の機会にもなっているという成果も出ています。 

 中野市でも放課後児童クラブの長期休業期間等における食事提供に取り組むことを、こども

家庭庁と共に、前向きに進めていただきたく陳情いたします。 

 

陳情事項 

１ 中野市においても放課後児童クラブの長期休業期間等における食事提供に取り組むこと

を、こども家庭庁と共に、前向きに進めること。 
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陳 情 書 

 

番   号 陳 情 第 ７ 号 

陳情者 

長野市県町593番地 

長野県高校教育会館３階 

長野県社会保障推進協議会 

代表委員 宮沢 裕夫 外５名 

受付年月日 令和８年８月６日 

件           名 

消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の

追加負担を行わないことを求める陳情 

 

陳情趣旨 

 政府は健康保険法の改定において、市販薬と同等の効能がある処方薬・ＯＴＣ類似薬の薬剤

費の一部を保険給付から外し、その分を患者に別途負担させる「一部保険外療養」を創設しま

した。政府は2027年３月からＯＴＣ類似薬のうち77成分1,042品目の薬剤費の25％を保険給付

外とするとしています。 

 対象となる薬剤は、痛みや発熱など炎症を和らげる消炎鎮痛剤や、蕁麻疹、花粉症、喘息な

どの症状を緩和する抗アレルギー薬、皮膚疾患の保湿剤など、日常的に幅広い疾患で使われて

いる薬です。がんや難病患者、低所得者、入院患者、医師が医療上の長期使用が必要とする患

者には追加負担を求めないとしていますが、これにより医療費の自己負担割合が３割負担の人

は実質５割、２割の人は４割、１割の人は３割負担と大幅な自己負担増になることが予想され

ます。 

 政府は「（受診せず）市販薬を利用している患者との公平性」を理由にあげていますが、受

診が必要な患者に追加料金のペナルティーを科す道理はありません。むしろ、症状を抱えなが

ら医療機関に受診できない国民の受療権を確保すべきです。また、現役世代の保険料軽減のた

めと述べていますが、見直しによる保険料軽減効果は月33円に過ぎません。 

 このような薬の「追加負担導入」は、患者の受療権や健康権の侵害につながり、受診控えや

受診遅れなど、いのちに直結する問題です。 

以上の趣旨から、地方自治法第99条に基づき以下の意見書の提出を決議していただけますよ

う陳情いたします。 

 

陳情事項 

１ 消炎鎮痛剤や抗アレルギー薬など、薬の追加負担を行わないこと 
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陳 情 書 

 

番   号 陳 情 第 ８ 号 

陳情者 

中野市大字西条1008番地 

高水味噌醤油工業協同組合２階 

中高地区労働組合連合会 

 議長 鈴木 泰了 

受付年月日 令和８年８月７日 

件           名 

「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡

充を求める意見書」の採択を求める陳情 

 

陳情趣旨 

 2025年の最低賃金改定により、全国加重平均は1,066円となり、すべての都道府県で1.000円

を超えました。39県が目標額を上回る答申を行なうなど、賃金底上げと格差是正に向けた動き

が広がる一方で、長野県は目安どおりの答申にとどまりました。目安額どおりとなったのは全

国でわずか８都府県でした。その多くは東京・大阪などの都市圏であり、地方ではごくわずか

です。結果としては最高額の東京都（1,226円）と長野県（1,061円）との格差165円は放置さ

れたままです。また一部では発効日を大幅に遅らせた地方があり、これらの地方では、年収ベ

ースでは格差が拡大したとの批判が広がっています。 

 こうした最低賃金の格差は、地方から都市部への人口流出や地域経済の疲弊を招いています。

何よりも、物価高騰のなかで最低賃金近くで働く人々からは「これでは暮らしていけない」と

の悲痛な叫び声が上がっています。地域間格差の是正と大幅な引き上げは、地方政治の喫緊の

課題です。 

 長野県労連をはじめ全国28都道府県が実施してきた「最低生活費調査」（50,000人）では、

「８時間働けば人間らしく暮らせる」ためには全国どこでも月額25.5万円(時給1,700円)以上

が必要であることが明らかになっています。さらに、物価高騰を反映した再分析では長野県で

月額約28.2万円（時給1,882円）が必要とされています。これは「最低限の生活」を前提とし

た水準であり、現行1,061円では到底届きません。最低賃金の全国一律1,700円以上を実現すれ

ば、誰もがどこで働いても人間らしい暮らしを営み、若者が自立して家庭を築ける社会への転

換が可能です。人口減少に歯止めをかける基盤にもなります。 

 その実現には、中小企業への抜本的な支援が不可欠です。最低賃金決定の３要素のうち「事

業の支払能力」については、引き上げに対応できる特別な支援策と財政措置を国の責任として

法律に明記することを求めます。 

 つきましては2026年の最低賃金改定に当たり、最低賃金法第１条の目的である「労働者の生

活の安定」と「国民経済の健全な発展」が実現されるよう、貴議会におかれましては意見書を

提出していただけますよう陳情いたします。 
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陳情事項 

１ 政府は、労働者の生活を支えるため、最低賃金1,700円を実現すること。 

２ 政府は、最低賃金の引き上げを円滑にするため、中小企業者、医療などのケア業種、観光

業、農林水産業等への支援を国の義務とする条項を最低賃金法に設けること。 
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報告第 １ 号 

 

 

   中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報    

告について 

 

    

 

 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額について地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１８０条第１項の規定により別記のとおり専決処分したので、同条

第２項の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 
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専
決
番
号

　 　

損害賠償額

２

専決年月日 発生日 発生場所 相手方の住所 相手方の氏名

１５４，０００円
 令和８年６月２３日

号

第  中野市南宮１番１２号
 中野市立南宮中学校第１体育館
 及び第２体育館

 令和８年６月２２日及び
 令和８年７月２８日
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報告第 ２ 号 

 

 

   中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報    

告について 

 

    

 

 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額について地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１８０条第１項の規定により別記のとおり専決処分したので、同条

第２項の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 
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専
決
番
号

　 　

１５４，０００円
 令和８年６月２３日

号

第  中野市南宮１番１２号
 中野市立南宮中学校第１体育館
 及び第２体育館

 令和８年７月２８日
 令和８年６月２２日及び

３

専決年月日 発生日 発生場所 相手方の住所 相手方の氏名 損害賠償額
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報告第 ３ 号 

 

 

   中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報    

告について 

 

    

 

 中学校体育施設損壊に係る示談及び損害賠償の額について地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第１８０条第１項の規定により別記のとおり専決処分したので、同条

第２項の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 
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専
決
番
号

　 　

１５４，０００円
 令和８年６月２３日

号

第  中野市南宮１番１２号
 中野市立南宮中学校第１体育館
 及び第２体育館

 令和８年７月２８日
 令和８年６月２２日及び

４

専決年月日 発生日 発生場所 相手方の住所 相手方の氏名 損害賠償額
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報告第 ４ 号 

 

 

   道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告につ 

   いて 

 

 

 道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額について地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１８０条第１項の規定により別記のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 
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専
決
番
号

　 　
第

 中野市大字柳沢１３０１番２
 市道倭７号線

 令和８年４月１２日
 令和８年７月１日

損害賠償額

１

専決年月日 事故発生日時 事故発生場所 相手方の住所 相手方の氏名

５０，０８６円
 午後２時頃

号
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報告第 ５ 号 

 

 

   道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額の決定の専決処分の報告につ 

   いて 

 

 

 道路上の事故に係る示談及び損害賠償の額について地方自治法（昭和２２年法律第

６７号）第１８０条第１項の規定により別記のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 
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専
決
番
号

　 　

損害賠償額

５

専決年月日 事故発生日時 事故発生場所 相手方の住所 相手方の氏名

４９，２５５円
 午前１０時３０分頃

号

第
 中野市大字赤岩３３５番８
 市道科野９号線

 令和８年６月１６日
 令和８年８月７日
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議案第 １ 号 

 

 

中野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例案 

 

 

 

中野市消防団員等公務災害補償条例の一部を別記のとおり改正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    決     

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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中野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例（案） 

 

 中野市消防団員等公務災害補償条例（平成17年中野市条例第170号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第18条中「31万5,000円」を「33万円」に改める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の中野市消防団員等公務災害補償条例（以下「新条例」と

いう。）第18条の規定は、令和８年４月１日（以下「適用日」という。）以後に支

給すべき事由の生じた中野市消防団員等公務災害補償条例第４条第７号に規定する

葬祭補償（以下「葬祭補償」という。）について適用し、適用日前に支給すべき事

由の生じた葬祭補償については、なお従前の例による。 

３ 適用日以後に支給すべき事由が生じた葬祭補償であって、この条例による改正前

の中野市消防団員等公務災害補償条例（以下「旧条例」という。）第18条の規定に

よる金額により支給されたもの又は旧条例附則第６条の規定による金額により支給

されたもの（その額が66万円未満であるものに限る。）の支払は、新条例第18条の

規定による金額により支給されるべき葬祭補償の内払とみなす。 
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議案第 ２ 号 

 

 

中野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案 

 

 

 

中野市福祉医療費給付金条例の一部を別記のとおり改正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    決     

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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中野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例（案） 

 

中野市福祉医療費給付金条例（平成17年中野市条例第210号）の一部を次のように改

正する。 

第７条第４項中「社会保険診療報酬支払基金」を「医療情報基盤・診療報酬審査支

払機構」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年10月１日から施行する。 
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議案第 ３ 号 

 

 

中野市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例案 

 

 

 

中野市認可地縁団体印鑑条例の一部を別記のとおり改正するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    決     

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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中野市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例（案） 

 

中野市認可地縁団体印鑑条例（平成17年中野市条例第29号）の一部を次のように改

正する。 

第２条第１号中「第19条第１項第１号」を「第18条の３第１項第６号」に改める。 

第４条中「第21条第２項」を「第18条の３第１項」に改める。 

附 則 

この条例は、令和８年10月１日から施行する。 
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議案第 ４ 号 

 

 

   令和８年度中野市一般会計補正予算（第３号） 

 

 

 

 令和８年度中野市一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 1,085,684千円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ 28,810,744千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

（継続費の補正） 

第２条 継続費の変更は、「第２表 継続費補正」による。 

（債務負担行為の補正） 

第３条 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

（地方債の補正） 

第４条 地方債の追加及び変更は、「第４表 地方債補正」による。 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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総　額 年　度 年 割 額 総　額 年　度 年 割 額

10 教育費
1 教育
　総務費

学校給食センター
統 合 整 備 事 業 費

令和８年度 910,321

令和９年度 1,912,079 令和９年度 2,361,629

820,571

2,732,650

令和10年度

令和８年度

361,777

3,633,727

第　２　表　　　継　続　費　補　正

（変更） （単位　千円）

款 項 事　業　名
補　正　前 補　正　後
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事 項 期 間 限 度 額

市民体育館国スポ大会会場整備工事 令和９年度 18,000千円

第　３　表　　　債　務　負　担　行　為　補　正

（追加）
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　(追加) （単位　千円）

　(変更) （単位　千円）
　　　　　　　　　　　

 　　　　  　　　 　　　　　　　　　　 　　　　  　　　　  　　　 　　　　　　　　　　 　　　　

 　　　　　　　　　　 　　　　  　　　 　　　　　　　　　　 　　　　  　　　　  　　　 　　　　　　　　　　 　　　　

 については  については
 その融通条  その融通条
 件により、  件により、
 銀行その他  銀行その他

証書借入  の場合には 証書借入  の場合には
（ただし、  その債権者 （ただし、  その債権者
利率見直し  と協議する。 利率見直し
方式で借り  　ただし、 方式で借り  　ただし、
入れる資金  市財政その 入れる資金  市財政その
について、  他の都合に について、  他の都合に
利率の見直  より据置期 利率の見直  より据置期
しを行った  間及び償還 しを行った  間及び償還
後において  期限を短縮 後において  期限を短縮
は、当該見  し、又は繰 は、当該見  し、又は繰

証券発行直し後の利  上償還若し 証券発行直し後の利  上償還若し
率）  くは低利に 率）  くは低利に

 借換えるこ  借換えるこ
 とができる。

 と協議する。

 とができる。

440,800

　 政府資金

第　４　表　　　地　方　債　補　正

補　　　正　　　前 補　　　正　　　後

起債の目的
起債の 起債の

限度額 利 率 償還の方法 限度額
方  法 方  法

償還の方法

デ ジ タ ル 活 用
推 進 事 業

　政府資金についてはその融通条
件により、銀行その他の場合には
その債権者と協議する。
　ただし、市財政その他の都合に
より据置期間及び償還期限を短縮
し、又は繰上償還若しくは低利に
借換えることができる。

12,900

過 疎 対 策 事 業 143,200 156,000

証書借入

又は

証券発行

       5.0％以内

（ただし、利率見直し方
式で借り入れる資金につ
いて、利率の見直しを
行った後においては、当
該見直し後の利率）

公 共 事 業 等 457,900

5.0%
以 内

又は

利 率 償還の方法

一 般 補 助 施 設
整 備 等 事 業

緊 急 自 然 災 害
防 止 対 策 事 業

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率

又は

以 内
5.0%

公 共 施 設 等
適正管理推進事業

1,293,500 1,374,300

670,400 741,200

230,000 238,800

　 政府資金
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（単位　千円）

前 々 年 度 前 年 度 当 該 年 度 当 該 年 度 翌 年 度 継 続 費 の

末 ま で の 末 ま で の 以 降 総 額 に
支 出 支 出 支 出 対する進捗

国 県
支 出 金

地方債 その他
支 出 額 ( 見込 )額 予 定 額 予 定 額 予 定 額 率 ( ％ )

0 2,361,629 65.0

100.0338,747 0 0 910,321 910,321 2,723,406

0 361,777 10.0

73,133

27,361 300,900 0 33,516

265,080 3,029,900 0

0 0

0 0 0

910,321 0 25.0

令 和
９ 年 度

2,361,629 164,586 1,976,900 0 220,143 0

752,100 0 85,088 0 0 910,321

10 教育費

1 教育
　総務

費

学校給食セン
ター統合整備
事業費

令 和
８ 年 度

910,321

令 和
10 年 度

361,777

合 計 3,633,727

継続費についての前々年度末までの支出額、前年度末までの支出額又は支出額
の見込み及び当該年度以降の支出予定額並びに事業の進行状況等に関する調書

全 体 計 画

款 項 事 業 名
年 度 年割額

左 の 財 源 内 訳
末 ま で の 支 出

特 定 財 源
一 般
財 源
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（単位　千円）

 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 
前々年度末 前年度末 当該年度末

現　在　高 現在高 現在高見込額
 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

 １　 普 通 債　　　　　　  　12,347,804 13,296,166 3,013,100 1,589,886 14,719,380

 (1) 総　　務 5,154,012 5,270,935 620,200 328,950 5,562,185

 (2) 民 　 生 354,972 322,036 55,500 57,776 319,760

 (3) 衛　　生 38,151 26,186 0 8,847 17,339

 (4) 農林水産 125,980 205,580 33,100 21,240 217,440

 (5) 労　　働 0 13,800 0 700 13,100

 (6) 商　　工 6,750 11,700 0 1,550 10,150

 (7) 土　　木　 2,577,902 3,056,679 1,149,800 439,511 3,766,968

 (8) 消　　防　 19,264 46,160 19,600 7,660 58,100

 (9) 教　　育 1,028,228 1,170,035 978,900 146,332 2,002,603

 (10) 旧合併特例 1,105,520 768,670 0 260,050 508,620

(11) 辺地対策 348,465 319,065 0 57,130 261,935

(12) 過疎対策 1,588,560 2,085,320 156,000 260,140 1,981,180

 ２　 災害復旧債 65,322 53,436 0 11,886 41,550

 (1) 農林水産 29,590 24,130 0 5,460 18,670
  　
  　
 (2) 土　　木 33,872 27,756 0 6,116 21,640
  　
  　
 (3) そ の 他 1,860 1,550 0 310 1,240
  　

 ３　 そ　の　他　 6,478,918 5,772,702 0 681,713 5,090,989

 (1) 臨時財政対策債 6,429,220 5,730,432 0 677,593 5,052,839

 (2) 減収・減税補塡債 49,698 42,270 0 4,120 38,150

18,892,044 19,122,304 3,013,100 2,283,485 19,851,919合　　　　計　

地方債の前々年度末及び前年度末における現在高並びに

当該年度末における現在高の見込みに関する調書

当該年度中増減見込み

区　　　　分
当該年度中
起債見込額

当該年度中元
金償還見込額
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議案第 ５ 号 

 

 

   令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 令和８年度中野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 82,534千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 5,106,474千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第 ６ 号 

 

 

   令和８年度中野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 令和８年度中野市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 15,143千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 887,667千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第 ７ 号 

 

 

   令和８年度中野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

 

 

 

 令和８年度中野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 74,464千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 5,109,280千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第 ８ 号 

 

 

   令和８年度中野市倭財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 令和８年度中野市倭財産区事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ ３千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ 564千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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- 104 -



- 105 -
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- 110 -
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議案第 ９ 号 

 

 

   令和８年度中野市永田財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 令和８年度中野市永田財産区事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ １千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ 410千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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- 118 -



- 119 -



- 120 -
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- 122 -
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議案第１０号 

 

 

   令和８年度中野市中野財産区事業特別会計補正予算（第１号） 

 

 

 

 令和８年度中野市中野財産区事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 275千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ 2,532千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ９ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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- 130 -
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議案第１１号 

 

 

   令和７年度中野市一般会計歳入歳出決算認定について 

    

 

 

 別冊の令和７年度中野市一般会計歳入歳出決算について、地方自治法（昭和２２年

法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１２号 

 

 

   令和７年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について    

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算について、地方自

治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１３号 

 

 

   令和７年度中野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について    

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算について、地方

自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 

 

 

 

- 140 -



- 141 -



議案第１４号 

 

 

   令和７年度中野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１５号 

 

 

   令和７年度中野市倭財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市倭財産区事業特別会計歳入歳出決算について、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１６号 

 

 

   令和７年度中野市永田財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市永田財産区事業特別会計歳入歳出決算について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１７号 

 

 

   令和７年度中野市中野財産区事業特別会計歳入歳出決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市中野財産区事業特別会計歳入歳出決算について、地方自治

法（昭和２２年法律第６７号）第２３３条第３項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１８号 

 

 

   令和７年度中野市下水道事業会計決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市下水道事業会計決算について、地方公営企業法（昭和２７

年法律第２９２号）第３０条第４項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１９号 

 

 

   令和７年度中野市水道事業会計決算認定について 

 

 

 

 別冊の令和７年度中野市水道事業会計決算について、地方公営企業法（昭和２７年

法律第２９２号）第３０条第４項の規定により認定に付します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    定 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第２０号 

 

 

   令和７年度中野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 

 

 

 令和７年度中野市水道事業会計における未処分利益剰余金について、別記のとおり

処分する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    決 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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令和７年度中野市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 

 

令和７年度中野市水道事業会計未処分利益剰余金４３９，１０７，５６５円のうち

３３９，１０７，５６５円を建設改良積立金に積み立て、残り１００，０００，

０００円を資本金に組み入れるものとする。 

- 155 -



議案第２１号 

 

 

   市道路線の廃止について 

 

 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１０条第３項の規定により別記路線を廃止

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和８年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本  隆 英 

 

   令和８年 ９ 月  日    決 

             中野市議会議長   塚 田  一 夫 
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路線番号 路　線　名 起　　　　　　点 終　　　　　　点 重要な経過地

中野市大字穴田字峯 中野市大字穴田字峯

１３８８番１地先 １３８６番１地先
２１２００７ 毛野川支線

- 157 -



市　道　廃　止　図

穴田公民館

路線番号 路線名

212007 毛野川支線

内　　訳
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議案第２２号 

 

 

   市道路線の認定について 

    

 

 

 道路法（昭和２７年法律第１８０号）第８条第２項の規定により別記路線を認定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ９ 月 １ 日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ９ 月  日    決 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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路線番号 路　線　名 起　　　　　　点 終　　　　　　点 重要な経過地

中野市大字穴田字峯 中野市大字穴田字峯

１３８８番１地先 １３８６番４地先
２１２００７ 毛野川支線
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市　道　認　定　図

路線番号 路線名

212007 毛野川支線

内　　訳

穴田公民館
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請 願 書 

 

番   号 請 願 第 ５ 号 

請願者 
中野市 

 宮本 久美子 外２名 

受付年月日 令和８年８月17日 

件           名 

医療的ケア児(者)及び重症心身障がい児

(者) 並びにその家族への支援強化を求

める請願 

紹 介 

議 員 

笠 原   豊 

宇 塚 千 晶 

髙 野 良 之 

 

請願趣旨 

医療的ケア児（者）は、人工呼吸器や痰の吸引、経管栄養や胃ろうなどの医療処置を日常的

に必要とされています。 

重症心身障がい児（者）は、医療的ケアが必要でない方もいますが、自力での移動、食事や

排泄が難しいというケースが多く複合的な支援が必要です。 

その生活は、本人の懸命な努力だけでなく、休みなく支え続ける家族の献身的な介護や地域

の保健医療サービスや福祉サービス等によって成り立っています。 

第221回特別国会において「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」改正法

が成立しましたが、現状では、依然として「18歳の壁」が大きな課題となっています。また、

重症心身障がい児（者）への支援も十分とは言えません。 

医療的ケア児(者)等の保護者は「わが子とできる限り長く一緒に、安心して地域で暮らした

い」という一心で介護を続けています。夜間も睡眠を中断しながらケアを行い、外出や就労、

きょうだいへの配慮、自身の健康管理さえ十分にできない状況が続く中でも、生活のために就

労を継続し、障がい福祉サービス等を活用して日々の生活を支えています。しかし、保護者の

親の介護が必要になるとダブル・トリプルケアによりさらに介護負担が重くなる懸念がありま

す。さらに、自身の高齢化や疾病などにより在宅での介護継続が困難となった場合には、施設

への長期入所も視野に入れざるを得ません。 

しかしながら、北信地域では、医療的ケア児（者）や重症心身障がい児（者）が利用可能な

放課後デイサービス事業所や生活介護事業所、医療型短期入所や長期入所を受け入れる医療機

関等が十分とは言えません。そのため、家族は医療型短期入所等のために、長野市や松本市の

医療機関まで何時間もかけて送迎や面会を繰り返さなければならず、時間的・経済的・身体的

負担は限界に近づいています。加えて、児の成長に伴い、家庭での入浴介助は浴室の広さや介

助者の身体的負担から次第に困難となります。しかし、入浴サービスを提供できる施設は限ら
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れており、特に夏場の厳しい暑さの中では、十分な入浴機会を確保できないことによる衛生面

や健康面への不安が生じています。 

さらに、中野市内で医療的ケア児（者）を受け入れている放課後等デイサービス及び生活介

護サービス事業所が、専門人材の不足を理由に令和11年度（2029年度）をもって受入れを終了

する方針であることが報じられました。 

この事業所は中野市だけでなく北信地域全体の利用者を支える重要な施設であり、受入れが

終了すれば、行き場を失う医療的ケア児（者）や重症心身障がい児（者）が生じることが強く

懸念されます。 

また、高齢者福祉施設等を活用した介護・福祉の共生型サービスは、地域資源を有効に活用

しながら受入れの選択肢を広げる有効な方策の一つであり、その可能性について積極的に調

査・研究を進めることも重要です。 

地域で暮らし続けるために必要な支援の基盤が失われつつある今こそ、北信地域全体で受入

体制の整備を進めることが急務です。障がいのある方とその家族が将来への不安を抱えること

なく、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、次の事項について強く要望いたしま

す。 

請願事項 

１ 県や近隣市町村、近隣医療機関とも連携し、医療的ケア児（者）及び重症心身障がい児

（者）が安心して利用できる放課後デイサービスや生活介護サービス、医療型短期入所や

長期入所サービス等の確保及び受入体制の充実を図ること。 

２ 高齢者福祉施設等を活用した介護・福祉の共生型サービスについて調査・研究を進め、

地域の実情に応じた受入体制の整備を検討すること。 

-165-



請 願 書 

 

番   号 請 願 第 ６ 号 

請願者 
中野市 

 岩本 多津子 外１名 

受付年月日 令和８年８月17日 

件           名 

給食センター新設統合事業における入札

結果（不落）を踏まえた計画の再検討及

び市民説明会の開催を求める請願 

紹 介 

議 員 

土 屋   博 

中 村 明 文 

 

請願趣旨 

現在、中野市が進めている「給食センター新設統合事業」における建設工事の入札（７月24

日実施）では、参加した複数業者が辞退する中、１組のみの入札となった上、入札価格が予定

価格を超過したことにより不落となりました。この事実は、近時の激しい建設資材・人件費の

高騰状況において、現在の設計案・規模のままでは30億円という事業予算枠に収まらないこと

が証明されたことを意味します。今後、このまま事業を強行すれば、事業費の大幅な増額補正

及び将来の市民負担の更なる増加は避けられません。 

また、多くの市民は、本事業に対してこれまでも以下のとおり大きな疑問を持っています。 

１ 児童・生徒数の減少が確実視される状況で、巨大な単一施設を新設することが将来の財政

や過大設備のリスクにつながるのではないかという「必要性の疑問」 

２ 築約20年の現在の給食センター２か所は、適切な改修と機器更新を行えば、十分に機能を

果たすはずであり、新設統合するより得策ではないかという「コストの疑問」 

従いまして、入札不落という事実を受け止め一度立ち止まり、現在の物価高騰の状況を踏ま

えて、「必要性の疑問」及び「コストの疑問」について再検討することと、その検討に際して

は透明性の高い情報開示を前提に市民と対話を行うことを強く求めるものです。 

 

請願事項 

１ 入札結果（不落）を踏まえて本事業の必要性そのものの再検討をすること。 

  予定価格30億円での入札不落を受け、事業費の上振れを前提とした予定価格の引き上げ

（増額補正）を行うのではなく、新設そのものの適否を含めたゼロベースでの再検討をい

ただきたい。 

２ 現行２施設の適切な改修・機器更新との費用対効果（ライフサイクルコスト）の比較開

示をすること。 

2026年１月13日に開示された「経費の比較」は、以下のとおり中立な視点での試算とは
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言い難い。 

 ・現在の２施設を15年間今のままの費用で運用し続ける前提（調理食数に応じて減額され

るべき） 

 ・15年後に3,300食の給食センターを新設する前提 （15年後の児童生徒数は多くて1,800

名規模） 

  従いまして、「新設統合が22億円以上費用を削減できる」という試算結果に到底納得で

きるものではありません。市民が求めているのは、新設統合ありきの効果試算ではなく、

中野市の将来を適切に判断できる冷静・中立的な情報の公開です。 

３ 今後の対応方針に関する市民説明会の開催をすること。 

今後の見直し方針について、事業方針を確定させる前に市内各地区において市民への直接

説明を行い、意見を聴取する場（説明会・公聴会）を設けていただきたい。 
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